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　今年も又猛暑の中８月１５日に港区区民センターホール
にて朗読会が開催されました。
　終戦から今年で６５年にあたり、今回は厳かに鎮魂を願
う会にしたいと港区側と話し合いを進めてまいりました。
　戦争の体験談をお願いしたくまず港区内で体験者をあた
りましたが見つからず、結局港区に本部のある東京都原爆
者団体協議会から長崎で被爆された木場耕平様７７歳の方
に決まりました。終戦から数えると皆様高齢となり、年々
貴重なお話しを伺える機会が持てなくなることを実感しま
した。
　又今年も青山中学の生徒達１３人が朗読で参加して、平
和へのメッセージを未来に向けて声に出してくださいまし
た。このことで多くの若い人達が平和の大切さと命の尊さ
を知って貰うことができたら、「声に出す平和への祈り」朗
読会の意義は大きいと思いました。
　体験談、朗読、コーラス、献読の構成でしたが、ギター
演奏で「埴生の宿」を入れながら朗読された乾　宣太郎様
の「ビルマの竪琴」は心に染み入るものがありました。そ
して、今回の出演を快く受けてくださいました、女性合唱
団「グリーン・フラッシュ」の皆様本当に素敵な歌声をあ
りがとうございました。
　来年も朗読協会の大切なイベントとして有意義な朗読会
開催を願い、そしていつも周りから支えてくれています協
会員の皆様に心からお礼を申しあげます。

　私は、ビルマの竪琴、二十
四の瞳、禁じられた遊びに涙
を流した世代です。いろんな
音を持ち寄って楽しく有意義
な時間を過ごそうということ
を目的とした多摩の音遊会で、
日本朗読文化協会の方々とお
会いしました。そのご縁で「平和への祈り」にお誘いをうけ、
つたない演奏で心配でしたが、貴重な体験になりました。
たくさんの方々にお会いでき、友達の輪も広がりました。
このような貴重な機会をいただき心から感謝しております。

声に出す平和への祈り

「言魂（ことだま）の力」
中館 伸一　グリーンフラッシュ（指揮者）

「ビルマの竪琴」朗読
乾 宣太郎

港区平和都市宣言記念朗読会
「声に出す平和への祈り」
宮内 佳代子

　出演の皆様の素晴らしいパ
フォーマンスに、会場の空気
が祈りに包まれ、我々も心か
らの祈りの歌を歌う事が出来
ました。正に言魂（ことだま）
の力が会場を包んでいたよう
に感じました。
　朗読＆合唱、今回のようなコラボレーションがこれから
日本の文化を豊かにしていくのではないでしょうか。この
ような輪が様々な分野に広がっていくことを願います。

被爆体験談　木場 耕平

青山中学校生徒

被爆体験談　木場 耕平

青山中学校生徒
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「被爆ピアノ」で広がる輪

　2007 年ＮＰＯ日本朗読文化協会の「平和の祈り」において、ライフワークである被爆ピアノのコンサー

トを取り上げていただいてから 4 年、草の根のように、このコンサートを続けていますが、多くのアーティ

ストのみなさんから協力をいただき、その輪が静かに広がっています。

　2008 年「未来への伝言」として、人間国宝の杵屋巳太郎さんやピアノの谷川賢作さん、歌手のおおたか

静流さんが出演してくださった時のことです。高校生も加わって、谷川俊太郎作詞、杵屋巳太郎作曲の「原

爆を裁く」という戦争への怒り、警句が深く込められた曲が 40 年ぶりに再演となりました。世代やジャン

ルを超えて、平和への祈りを込めたこの会に、協会の会員である秋田の安倍眞壽美さんが、はるばる足を運

んでくれました。終演後「秋田で是非このコンサートを開催したい」と熱い希望をいただ

きました。遠い地での開催は、費用も時間も要します。しかし、安倍さんや同じく秋田の

塩田睦子さんが中心になり実行委員会が立ち上がり、その実行力と人脈の広さで秋田での

会を成功裏に導いてくれました。チラシ作りから記者会見など、私も秋田へと向かい、広報、

構成まで一緒に作り上げていく感動を共にしました。

2007 年 8月ＮＰＯ日本朗読文化協会、港区共催で行われた「被爆ピアノの朗読コンサート」
あれから 4 年・・・。今年も東京、土浦、秋田、大館、ニューヨーク、新庄と回り多くの方に平
和の尊さを訴えています。

2007.8.15「声に出す平和への祈り」 被爆ピアノ
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　今年 8 月、秋田
の 2 会場で「被爆
ピアノ朗読コン
サート」が開かれ
ました。ピアノは
65 年前、広島の爆
心地からわずか 1.8
キロの民家で被爆したミサコさん所有のもので、調律師
矢川光則さんの手で修復され再び音がよみがえりまし
た。また松谷みよ子さんによって「ミサコの被爆ピアノ」
という絵本が誕生し、この絵本の朗読を日本朗読文化協
会の飯島晶子さんが担当して「被爆ピアノ朗読コンサー
ト」は始まりました。秋田でのコンサートは飯島さんの
声かけで実現したものです。
　舞台にはガラス片で傷ついたピアノが置かれ、谷川賢
作さんのピアノにのせて「ミサコ被爆ピアノ」の朗読が
始まると、客席は被爆ピアノの物語に静かに耳を傾けま
す。おおたか静流さんの歌、人間国宝杵屋巳太郎さんの
三味線が、秋田のゴスペルグループや高校生のハンドベ
ル、小中学校の合唱部との共演で大きく盛り上がりまし
た。また、終戦前夜の悲劇、秋田市の土崎空襲を描いた
絵本「はまなすはみた」も、被爆ピアノの音と共に語られ、
会場は平和への思いをひとつにしました。
　ところで、私たちがコンサートに向けて悪戦苦闘して
いたある日、一人の小学生から手紙が届きました。秋田

被爆ピアノニューヨークへ
　９月ニューヨークでハドソン川無差別テロ追悼灯籠流し、
ＮＹ本願寺、国連チャーチセンターなどでコンサートを行
いました。出演は各国の宗教者、ＮＹ在住の大江千里さん、
オベラの柴田智子さん、バークレイの学生、NY の小学生・
アーティスト達。飯島晶子も朗読で参加。灯籠流しでは千
人近くの人が被爆ピアノの響きに耳を傾けてくれました。
　公演の際には、博品館でご一緒しているスチュワット・
バーナム・アトキンさんが被爆ピアノの詩の英訳を、また
2007 年にご一緒に朗読した会員の菊地宏さんが山形県新庄
市に働きかけてくださり、１１月２２日市立日新小学校と
新庄市民プラザでの公演が実現しました。また演出の飯田
さんも毎回お力をお貸しくださっています。
　「朗読」で声に出してみたからこそ、戦争や平和を見つめ、
また協会の皆さんとの繋がりのなかで一緒に創作する喜び
をかみしめることができ、本当に感謝の一言です。
（飯島 晶子）

被爆ピアノが秋田にやってきた

市の小学校 4 年生の佐藤優奈ちゃんは、絵本でミサコさ
んの被爆ピアノに出会い、戦争や原爆の怖しさを知り平
和への願いを強く抱きました。その思いが「きぼうの赤
い花－平和を願って－」という曲になり、全日本ジュニ
ア音楽コンクールで特別賞を受賞していたのです。秋田
に被爆ピアノが来ることをしった優奈ちゃんは、ミサコ
さんのピアノでこの曲を弾きたいという夢を手紙に託し
ました。想定外の嬉しい出来事に、私たちは喜んで優奈
ちゃんをむかえることにしました。
　赤いドレス姿で力強
く曲を披露した優奈
ちゃんは、クラスの友
だちや近所の人たちと
折った千羽鶴を矢川さ
んに贈り、会場は温か
い拍手に包まれました。
　戦後生まれの矢川さんと私は、被爆者を父に持つ被爆
二世ですが、既に父は在りません。被爆体験者、戦争体
験者が少なくなるなかで、戦後世代が平和を願い行動を
起こすことが、永遠の平和を守ることにつながるのだと
いうことを確信したコンサートでした。
　猛暑、酷暑の夏は、私にとっても熱
い、熱い夏でした。
（安倍 眞壽美）

KYODO　NEWSSeptember 22, 2010　より
 'Hibaku' piano peace concert along Hudson River in New York’

読売新聞　9月 11 日
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◆先生が明るく授業が楽しい。お人柄でしょうね。魅力的です。ほ

めて育ててくださるというのでしょうか。◆このクラスは同じテキ

ストを使うのではなくそれぞれが好きなものを持参します。用意で

きなかった方には「こんなのどうかしら」とご用意された中からあ

いそうなものをくださいます。読んだことのないものまで聞く事が

できてとても勉強になります。◆授業は終始和やかで「そうね、そ

れもいいわね」「でもこう読むのはどうかしら」と生徒が読むのを

ダメとはおっしゃらずアドバイスくださる。◆励ましあったり、笑っ

たり知らないうちにうまくなるというわけです。科白（俳優のしぐ

さとセリフ）を一人でうまく出来ないときは、みんなで役割を決め

て分担します。するととても分かりやすくなり、そのあと一人でも

上手にできるようになります。◆中三のお子さんのお母さまより。

朗読の好きな子供がもっと表現力を身に着けたいと希望したので

色々探してたどり着いたのが飯島先生のところです。とても満足し

ております。学校行事と重なったりお休みもありますが、チケット

制なので助かります。この 21 日には予選を勝ち抜いて弁論の全国

大会に出場します。◆飯島クラスは幅広い年齢で楽しくそれぞれの

方たちが、楽しんで朗読を勉強しております。

◆呼吸・発声練習が念入りで、身体ほぐしも行います。独特の呼吸法・

発声法は是非体験していただきたい。◆４月からの前半期は、先生

持参のテキストで学び、１０月～３月の後半期は２０１１年３月２

６日の発表会に向けて皆で作品を決め、係を決め、企画運営まで実

践的に学んでいる。全員で茨木のり子さんのものを発表する。個人

の技術を磨くだけでなく協力して作り上げることで様々なことに気

づき新しい自分を発見できたりする面白さがある。◆詩の場合、文

字に直接書かれてないことを読みとることによって新鮮な感じを持

ち、表現が深まる。稽古の中で、こんなことも経験している。詩や

詩人にまつわる背景やエピソードを知ると、作品のイメージが具体

的になり、朗読がますます楽しくなる。◆立体的な表現になる為に

作者のエピソード、背景など説明して下さるのでイメージしやすく、

分かりやすい。 ◆時にはジョークも飛び、楽しく和やかな教室。先

生の朗読活動以前のことや経験談などを伺うと、これから朗読をや

ろうとする者としては、新鮮な思いで、将来へのイメージが膨らむ。

◆言葉が心、身体から出ているのに全く気づかないで、朗読は声だ

けで表現すると思っていたが、身体を使ってイメージをふくらませ

て表現すると言うことが解り、今まで学んできた事と切り口が違っ

て新鮮で大事にしたい講座です。また先生を囲んでのアフタークラ

スも楽しんでます。◆一人一人、初級者にも上級者にも丁寧に平等

に対応し、読み手の感覚で適切に表現するよう何度も指導して下さ

る。また各個人の長所短所をみて、声色に頼らず文意を読み手の身

体に染み込ませて表現するように指導し、その部分を先生ご自身が

読んで違いを教えて下さる。◆現役の俳優なので、文章の内容のみ

ならずイメージをどう膨らませるか、また文章を掘り下げ、生徒の

個性と作品に合わせて表現の多様性を教えて下さるので、感じ方や、

表現が変わるように思う。◆テキストは自分の好きな物を持って行

き、皆の前で指導していただく。準備できない場合、先生が教材を

用意してくださる。現在９人で２時間半の授業で、一人一人違う作

品なのでいろいろな作品に出会え、知る喜びがあり、聴いてて楽し

い。生徒が読んだ後、指導されるのを聴いているとその人の読みが

変化して行くのが解り、納得出来るのが楽しい。この教室に入って、

未熟ではあるけど読み方が自分のものになってきたと感じている。

◆一葉を学ぶには南水先生と思っていた。現在活躍されているエネ

ルギーを身をもって私達に感じさせて下さる。一人語りのプロの朗

読者として、生徒が発表する機会に役立つ事を教えてくださるので

刺激になる。学んでるうち一葉が好きになってきている。◆一葉と

作品の中の人物との重なりを意識しつつ、何故こういう事を書いた

のかなど人物の心情、背景を分析してきめ細やかに指導して下さる。

◆褒めながら育てるタイプの先生でテキストは終わりまで通し読み

し、繰り返すことで読みを深くして行く。一人一人丁寧に、平等に

時間を取りポイントを得た指導をして下さる。勉強して行くと分

かってくださる。これからも指導を受けるのが楽しみ。◆生徒のこ

とを考えて、博品館や他での朗読会も見に来て下さったり、応援の

メッセージを送って下さったり、生徒の為になることは労を惜しま

ず努力してくださる。先生をこえて人間として素晴らしい、その心

遣いは学ばねばと思う。◆一人語りは、良いことも悪いことも全て

自分で責任をとらないといけないと思うので一人語りの先生に受講

したかった。想像以上で嬉しい。◆南水先生ご自身の生き方そのま

まのご指導。一葉ワールドへの誘いに無理が無く、時間を忘れ、自

然体で学べる教室です。

飯島 晶子 朗読教室
～心に響く作品を声に託して～

【講座】月１回土曜日（第３または第４）
　　　  前半コース 13：00 ～
　　　  後半コース 14：30 ～
【今期の在籍者】20名

河崎 早春 朗読教室
～イメージを言葉にのせて～

【講座】月１回第１木曜日（原則）
　　　10：00 ～ 13：00
【今期の在籍者】11名

熊澤 南水 朗読教室
～樋口一葉の名文を読む～

【講座】月１回第４金曜日
　　　  午前クラス：10：00 ～ 12：00
　　　  午後クラス：13：30 ～ 15：30
【今期の在籍者】20名

児玉 朗 朗読教室
～朗読は楽しい～

【講座】月２回第２・第４金曜日
　　　  13：30 ～ 16：30
【今期の在籍者】5名

講座の選択を前に、どんな内容？どんな展開するの？・・エーッどれにしよう？・・・ワカラナイ！分からない！とおっしゃって
いる貴方、貴女のためのコーナーです。今受講中の皆さんのホットな感想と講座紹介（五十音順・今回は４教室）です。必見です！！

被爆体験談　木場 耕平

青山中学校生徒
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